
は
じ
め
に

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
春
、
奈
良
国
立
博
物
館
で
特
別
展
「
快
慶
日
本

人
を
魅
了
し
た
仏
の
か
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
展
で
は
、
い
ま
国
内
外
で

確
認
さ
れ
て
い
る
快
慶
作
品
の
約
八
割
を
一
堂
に
展
示
す
る
こ
と
が
実
現
し
、

仏
師
快
慶
が
わ
が
国
の
仏
教
美
術
史
上
に
残
し
た
偉
大
な
足
跡
を
た
ど
る
好
機

と
な
っ
た
。

周
知
の
と
お
り
、
快
慶
に
は
銘
記
等
に
よ
っ
て
彼
の
作
と
確
認
で
き
る
遺
品

が
き
わ
だ
っ
て
多
く
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
お
け
る
造
像
界
の
動
向
を
具
体
的
に

知
る
う
え
で
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
快
慶
作
品
の
銘
記
は
先
学
に
よ
り
実
査

等
で
見
出
さ
れ
る
た
び
に
報
告
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
成
果
を
ふ
ま
え
て

刊
行
さ
れ
た
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
に
よ
り
、
現
在
で
は
比
較
的
手

軽
に
銘
記
を
通
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
1
）。

本
稿
で
は
、
特
別
展
に
出
陳
さ
れ
た
快
慶
作
品
に
お
い
て
あ
ら
た
に
確
認
し

た
銘
記
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
既
知
の
銘
記
の
う
ち
加
筆
や
訂
正
を
要
す

る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
述
べ
る
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
の
一
助
と

し
た
い
（
2
）。

京
都
・
松
尾
寺
阿
弥
陀
如
来
像

松
尾
寺
像
〔
図
1
〕
は
、
像
内
後
頭
部
の
正
中
線
の
矧
目
左
側
に
あ
る
「

阿
弥
陀
仏
」
の
墨
書
か
ら
、
無
位
時
代
の
快
慶
作
品
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
作
風

か
ら
比
較
的
初
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
3
）。
墨
書
は
後
頭
部
中
央
か
ら
襟
首

―
調
査
報
告
―

快
慶
作
品
の
造
像
銘
記
に
関
す
る
二
、
三
の
知
見

山

口

隆

介

図1 阿弥陀如来坐像 京都・松尾寺
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に
か
け
て
し
る
さ
れ
て
お
り
、
首
部
の
刳
孔
が
や
や
小
さ
い
た
め
に
下
方
が
確

認
し
に
く
い
が
、
こ
の
た
び
全
文
を
撮
影
し
た
〔
図
2
〕。
こ
の
墨
書
を
他
の
快

慶
作
品
の

阿
弥
陀
仏
銘
と
比
較
す
る
と
、
像
の
大
き
さ
に
比
し
て
銘
記
が
大

ぶ
り
で
、
か
つ
太
字
で
あ
る
点
に
特
色
が
見
出
せ
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
松
尾
寺
像
ほ
ど
太
字
で
は
な
い
も
の
の
同
筆
と
み
ら
れ
る

阿
弥
陀
仏
銘

及
び
巧
匠

阿
弥
陀
仏
銘
が
複
数
知
ら
れ
る
こ
と
で
、
京
都
・
如
意
寺
地
蔵
菩

薩
像
の
像
内
頸
部
前
面
及
び
像
内
両
脚
部
墨
書
〔
図
3
・
4
〕、
京
都
・
金
剛
院

執
金
剛
神
像
左
足
�
内
側
墨
書
〔
図
5
〕、
同
深
沙
大
将
像
像
内
胴
部
矧
面
及

び
左
足
�
内
側
墨
書
（
4
）〔
図
6
〕、
大
阪
・
八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如
来
像
の
像
内
胸

部
墨
書
〔
図
7
〕
が
あ
り
、
八
葉
蓮
華
寺
像
の
像
内
納
入
品
の
う
ち
「

阿
弥

陀
仏
御
房
宛
僧
賢
印
書
状
」
の
紙
背
の
「

弥
陀
仏
」
も
同
筆
と
み
て
よ
い
。

如
意
寺
・
金
剛
院
・
八
葉
蓮
華
寺
の
各
像
の
墨
書
に
つ
い
て
根
立
研
介
氏
は
、

同
筆
で
あ
り
か
つ
快
慶
自
筆
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
5
）。
松
尾
寺
像
の

阿

弥
陀
仏
銘
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
無
位
時
代
の
快

慶
が
丹
後
地
方
に
ま
と
ま
っ
て
残
し
た
作
品
、
す
な
わ
ち
松
尾
寺
像
・
如
意
寺

像
・
金
剛
院
像
の
い
ず
れ
も
が
自
筆
の
銘
記
を
も
つ
こ
と
に
な
り
興
味
ぶ
か
い
。

こ
の
ほ
か

阿
弥
陀
仏
銘
と
は
別
に
、
像
内
左
側
頭
部
に
「
□
慶
」
の
墨
書

も
確
認
さ
れ
た

〔
図
8
〕。
一
文
字

目
は
判
読
が
や
や

む
ず
か
し
い
も
の

の
、
右
肩
に
あ
る

鉤
形
の
線
の
色
が

墨
と
は
す
こ
し
異

な
る
こ
と
も
考
慮

図2図3図4

図2 阿弥陀如来坐像 像内後頭部墨書（近赤外線画像） 京都・松尾寺
図3 地蔵菩薩坐像 像内頸部前面墨書 京都・如意寺
図4 同 像内両脚部墨書
図5 執金剛神立像 左足�内側墨書 京都・金剛院
図6 深沙大将立像 左足�内側墨書 京都・金剛院
図7 阿弥陀如来立像 像内胸部墨書 大阪・八葉蓮華寺

図5

図8 阿弥陀如来坐像 像内左側頭部
墨書（近赤外線画像）
京都・松尾寺

図6図7
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し
て
筆
画
で
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、「
尊
」
の
草
書
体
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
複
数
名
を
列
記
す
る
結
縁
交
名
で
な
く
、

阿
弥
陀
仏

以
外
の
人
名
を
単
独
で
頭
部
内
に
し
る
す
例
は
、
い
ま
知
ら
れ
る
快
慶
作
品
の

銘
記
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
快
慶
周
辺
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
と
、

類
す
る
銘
記
を
も
つ
作
品
と
し
て
奈
良
・
来
迎
寺
善
導
大
師
像
〔
図
9
〕
が
あ

る
。
来
迎
寺
像
は
快
慶
作
品
に
通
ず
る
作
風
を
し
め
し
、
像
内
背
部
に
し
る
さ

れ
た
結
縁
交
名
の
う
ち
金
阿
弥
陀
仏
ら
六
名
が
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
の
京

都
・
醍
醐
寺
不
動
明
王
像
と
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
6
）。
来
迎
寺
像
の
像

内
頭
部
〔
図
10
〕に
は
尊
慶
の
名
が
複
数
見
出
さ
れ
て
お
り
（
7
）、
複
数
で
あ
る
点
に

松
尾
寺
像
と
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
も
ふ
く
め
て
注

目
さ
れ
る
。

奈
良
・
安
養
寺
阿
弥
陀
如
来
像

安
養
寺
像
〔
図
11
〕
は
、
快
慶
が
生
涯
に
数
多
く
手
が
け
た
像
高
三
尺
（
約

九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
前
後
の
来
迎
印
を
結
ぶ
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
い
わ
ゆ

る
「
三
尺
阿
弥
陀
」
の
無
位
時
代
の
優
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
左
足

�
外
側
に
あ
る
「
巧
匠
安
阿
弥
陀
仏
」
の
墨
書
〔
図
12
〕
は
、
薄
く
削
り
直
し

た
上
に
し
る
さ
れ
て
お
り
近
世
の
筆
と
み
ら
れ
る
が
、
一
部
に
旧
字
を
重
ね
書

き
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
銘
記
に
も
と
づ
い
て
書
き
直
し
た
も

図9 善導大師坐像 奈良・来迎寺

図11 阿弥陀如来立像 奈良・安養寺

図10 同 像内頭部墨書
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の
と
さ
れ
る
（
8
）。

一
方
で
左
右
足
�
正
面
の
墨
書
〔
図
13
・
14
〕
は
、
右
方
分
が
「
生
阿
弥
陀

仏
」
と
読
め
る
も
の
の
、
左
方
分
は
一
文
字
目
が
判
読
で
き
ず
「
□
阿
弥
陀

仏
」
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
び
あ
ら
た
め
て
近
赤
外
線
撮
影
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
左
方
分
は
墨
が
か
す
れ
て
依
然
読
み
に
く
い
も
の
の
「
人
」
と
判
読
し

う
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。「
大
」
の
可
能
性
が
な
い
と
は
い
い
き
れ
な
い
が
、
現

状
で
は
「
大
」
の
一
画
目
に
あ
た
る
横
棒
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、「
人
」
で
あ

る
可
能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。

阿
弥
陀
仏
号
を
も
つ
人
名
は
、
無
位
時
代
の
快
慶
作
品
の
像
内
銘
記
に
し
ば

し
ば
み
ら
れ
る
も
の
の
、
足
�
に
し
る
さ
れ
る
例
は
め
ず
ら
し
い
。
巧
匠
安
阿

弥
陀
仏
銘
と
と
も
に
明
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
生
阿
弥
陀
仏
と
人
阿
弥

陀
仏
は
と
も
に
安
養
寺
像
の
主
要
な
結
縁
者
な
の
だ
ろ
う
。
生
阿
弥
陀
仏
は
、

建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
ご
ろ
快
慶
作
の
京
都
・
遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像
に
納
入

さ
れ
て
い
た
結
縁
交
名
や
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
運
慶
・
快
慶
ら
作
の
奈

良
・
東
大
寺
南
大
門
金
剛
力
士
像
の
う
ち
吽
形
の
頭
部
内
な
ど
に
み
ら
れ
、
人

阿
弥
陀
仏
も
遣
迎
院
像
の
結
縁
交
名
中
に
そ
の
名
が
み
え
る
。
も
と
よ
り
同
一

人
で
あ
る
確
証
は
な
い
が
、
同
時
期
の
快
慶
作
品
中
に
同
一
の
阿
弥
陀
仏
号
が

見
出
せ
る
こ
と
は
、
い
ち
お
う
注
意
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

京
都
・
醍
醐
寺
不
動
明
王
像

醍
醐
寺
像
〔
図
15
〕
は
像
内
の
各
所
に
し
る
さ
れ
た
銘
記
の
う
ち
、
胸
部
〔
図

16
〕
に
「
建
仁
三
年
五
月
二
二

日
」
の
年
紀
と
「
巧
匠

弥
陀
仏
」
の
名
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
建
仁
三
年
の
快
慶
作
と
わ
か
る
。
醍
醐
寺
像
の
銘
記
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
折
に
触
れ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
（
9
）、
こ
の
た
び
左
記
の
ゴ
シ
ッ

ク
体
で
し
め
し
た
箇
所
を
確
認
し
た
。

図12 同 左足�外側墨書

図
13

同

左
足
�
正
面
墨
書
（
近
赤
外
線

画
像
）

図
14

同

右
足
�
正
面
墨
書
（
近
赤
外
線

画
像
）

図15 不動明王坐像 京都・醍醐寺
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﹇
像
内
胸
部

墨
書
﹈

大
江
信
良

同
宗
信

沙
弥
円
仏

僧
信
覚

建
仁
三
年
五
月

二
二

日
之

巧
匠

弥
陀
仏

僧
空
寂

僧
澄
玄

僧
智
厳

﹇
像
内
腹
部

墨
書
﹈

真
高

楽
阿
弥
陀
仏

理
チ
房

国
真

大
江
信
良

身
ア
ミ
タ
仏

大
江
宗
信

信
快

末
正
太

□
弟

土
用
乙
王
牛
王

澄
玄

千
歳
西
面

当
麻
三
氏

万
寿
紀
□
弟

円
仏

智
厳
寿
範

信
覚

空
寂

毫
覚

胸
部
の
墨
書
の
下
方
部
分
は
、
首
部
の
割
矧
目
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
木
屎
漆
に

隠
さ
れ
て
い
る
た
め
未
解
読
だ
っ
た
が
、
近
赤
外
線
撮
影
に
よ
り
二
文
字
が
見

出
さ
れ
た
。
胸
部
の
墨
書
に
は
複
数
の
僧
名
が
し
る
さ
れ
、
問
題
の
二
文
字
も

僧
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
人
名
と
み
て
よ
い
が
、
や
や
読
み
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
こ
れ
を
解
読
す
る
う
え
で
参
考
と
な
る
の
は
、
胸
部
の
結
縁
者
名
の

う
ち
巧
匠

弥
陀
仏
す
な
わ
ち
快
慶
以
外
の
人
名
が
、
腹
部
の
墨
書
〔
図

17
〕
に
も
重
複
し
て
し
る
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
い
ま
問
題

と
し
て
い
る
僧
名
も
腹
部
に
そ
の
名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
字

形
の
類
似
す
る
人
名
を
探
し
て
み
る
と
「
空
寂
」
が
目
に
と
ま
る
。
ふ
た
つ
の

空
寂
は
、
筆
致
に
い
く
ぶ
ん
相
違
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
候
補
と
し
て
空
寂
を

考
え
て
お
き
た
い
。

像
内
腹
部
の
墨
書
は
、
先
学
に
よ
り
ほ
ぼ
解
読
さ
れ
て
い
る
が
、
五
行
目
末

尾
と
八
行
目
「
万
寿
紀
」
以
下
の
二
文
字
が
未
解
読
で
、
五
行
目
末
尾
に
つ
い

て
は
「
□
栄
」
と
読
む
案
が
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
（
10
）、
な
お
大
方
の
支
持
を
得

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
五
・
八
行
目
と
も
に
二
文
字
目
を
同
字

と
み
な
し
た
う
え
で
、「
□
弟
」
と
判
読
し
た
い
。

頭
頂
部
か
ら
右
胸
部
に
か
け
て
し
る
さ
れ
た
墨
書
〔
図
18
〕
は
、
玉
眼
の
押

さ
え
木
と
周
囲
の
木
屎
漆
に
よ
っ
て
上
部
中
央
が
隠
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
お

り
、
判
読
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。
五
行
目
か
ら
九
行
目
の
墨
書
に
つ
い
て

シ
ウ

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
は
、
最
新
の
解
読
と
し
て
「
一
切
衆

／

リ
レ
寸
シ
／
□
□
シ
ヤ
／
ら
し

陀
仏
／
金
阿
弥
陀
仏
」
を
掲
載
し
て
い

る
（
11
）。
さ
ら
に
同
書
は
、
七
行
目
に
つ
い
て
「
ウ
□
シ
ヤ
」
と
読
む
案
や
、「
ワ
□

シ
ヤ
」
と
読
む
案
が
あ
る
こ
と
を
注
記
し
た
う
え
で
「
□
□
シ
ヤ
」
と
し
て
い

る
が
（
12
）、
い
ず
れ
も
文
意
は
明
ら
か
で
な
い
。
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
こ
の
部
分

の
墨
書
は
下
方
に
つ
づ
く
文
字
が
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
今
回

図16 同 像内胸部墨書（近赤外線画像）図17 同 像内腹部墨書（近赤外線画像）
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の
調
査
で
も
全
容
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
従
来
と
は
異
な
る

読
み
を
試
み
た
箇
所
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
し
め
し
た
）
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

﹇
頭
頂
部
か
ら
右
胸
部
に
い
た
る
墨
書
﹈

御
眼
巧
匠
円
阿
弥
陀
仏

一
心
求
菩
提
沙
門
仏
子
毫
覚

信
快

明
□

覚
円

行
者

う

シ
ウ

一
切
衆

リ
レ
寸
シ

ワ
ウ
シ
ヤ

ら（
し
カ
）

（
ん
カ
）
□

金
阿
弥
陀
仏

陀
仏

ま
ず
「
リ
レ
寸
シ
」
と
解
読
さ
れ
て
い
る
六
行
目
に
つ
い
て
、「
寸
」
は

「
ス
」
と
読
め
る
が
、「
キ
」
と
読
む
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
「
等
」

の
略
体
字
も
「
寸
」
と
字
形
が
類
似
す
る
た
め
、「
キ
」
あ
る
い
は
「
ラ
」
と
読

む
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
13
）。「
ウ
□
シ
ヤ
」
や「
ワ
□
シ
ヤ
」な
ど
の
案
が
出
さ
れ

て
い
た
七
行
目
に
つ
い
て
、
一
文
字
目
は
「
和
」
の
略
体
字
と
み
て
「
ワ
」
と

読
ん
で
よ
い
よ
う
に
思
う
が
、
ほ
か
に
「
呂
」
の
略
体
字
も
字
形
が
類
似
す
る

た
め
、
片
仮
名
の
「
ロ
」

の
可
能
性
も
い
ち
お
う

残
さ
れ
る
。
片
仮
名
の

「
ウ
」
の
よ
う
な
形
の

文
字
と
そ
の
下
の
点
か

ら
な
る
二
文
字
目
は
、

「
宇
」
の
略
体
字
と
み
て
よ
く
、
し
た
が
っ
て
「
ウ
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
八
行
目
は
「
ら
し
」
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
二
文
字
目
は
字
形

が
明
瞭
に
う
か
が
え
ず
、
あ
る
い
は
「
ら
ん
」
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

像
内
右
脇
腹
部
の
「

ア
ミ
タ
仏
」
と
読
ま
れ
て
い
た
墨
書
に
つ
い
て
は
、

近
赤
外
線
撮
影
に
よ
り
次
の
よ
う
な
画
像
が
得
ら
れ
た
〔
図
19
〕。「
土
ア
ミ
タ

仏
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
上
阿
弥
陀
仏
で
あ
れ
ば
同
時
代
の
結

縁
交
名
等
に
時
折
み
ら
れ
る
も
の
の
、
土
阿
弥
陀
仏
は
管
見
の
か
ぎ
り
類
例
が

な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

な
お
先
述
の
と
お
り
、
像
内
胸
部
の
結
縁
者
名
の
う
ち
快
慶
以
外
は
、
像
内

腹
部
に
も
重
複
し
て
名
を
し
る
す
点
に
特
色
が
あ
る
が
、
く
わ
え
て
頭
頂
部
か

ら
右
胸
部
に
か
け
て
の
結
縁
者
名
の
な
か
に
も
、
腹
部
な
い
し
背
部
に
重
複
し

て
名
が
し
る
さ
れ
る
人
物
が
い
る
（
毫
覚
、
信
快
、
金
阿
弥
陀
仏
）
。
結
縁
者
名

が
こ
れ
ほ
ど
重
複
す
る
銘
記
は
、
い
ま
知
ら
れ
る
快
慶
作
品
の
な
か
で
も
醍
醐

寺
像
に
か
ぎ
ら
れ
、
書
風
が
一
様
で
な
い
点
か
ら
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
結
縁

が
行
わ
れ
た
の
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
ま
に
わ
か
に
そ
の

意
味
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
像
へ
の
結
縁
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
て

い
た
か
を
考
え
る
に
あ
た
り
興
味
を
ひ
く
事
例
で
あ
る
。

図19 同 像内右腋腹部墨
書（近赤外線画像）

図18 同 像内頭頂部から右胸部にいたる
墨書（部分）
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滋
賀
・
石
山
寺
大
日
如
来
像

石
山
寺
像
〔
図
20
〕
は
、
像
内
頭
部
前
面
か
ら
左
方
に
か
け
て
し
る
さ
れ
た

墨
書
〔
図
21
〕
中
に
「

阿
弥
陀
仏
」
の
銘
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
仁
三
年

（
一
二
〇
三
）
十
一
月
三
十
日
の
快
慶
法
橋
叙
任
以
前
の
作
と
わ
か
る
。
こ
の

像
が
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
る
多
宝
塔
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
か
ら
翌

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
解
体
修
理
に
際
し
て
、
須
弥
壇
上
框
裏
に
「
建
□
甲寅
十

二
月
廿
日
供
養
」
の
墨
書
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
建
久
五
年
甲
寅
（
一

一
九
四
）
の
供
養
と
推
定
さ
れ
、
像
も
多
宝
塔
創
建
時
の
本
尊
と
し
て
造
立
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
14
）。

石
山
寺
像
に
つ
い
て
も
、
頭
部
内
墨
書
の
近
赤
外
線
撮
影
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
従
来
「
尼
覚
□

（
如
ヵ
）（
房
ヵ
）

□
」
と
さ
れ
て
い
た
箇
所
は
、「
尼
覚
如
房
」
と
読
ん

で
さ
し
つ
か
え
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
向
か
っ
て
左
端
の
「
土
用
□
□

□
」
と
読
ま
れ
て
い
た
箇
所
の
う
ち
、
三
文
字
目
と
四
文
字
目
は
「
太
白
」（
宵

（
太
白
ヵ
）

の
明
星＝

長
庚
）
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、「
土
用
□
□
□
」

と
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
は
、
左
目
の
玉
眼
押
さ
え
木
の
下
方
に
こ
れ
ま
で
未
報
告
の
墨
書

〔
図
22
〕
が
見
出
さ
れ
た
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
し
め
し
た
）。

﹇
像
内
頭
部
前
面
か
ら
左
方

墨
書
﹈

〇（
右
耳
孔
）

南
无
阿
弥
陀
仏

五
郎
丸

玉眼押さえ木

イ
シ
ヤ
ウ

ノ
ト
ヨ

金
ア
ミ
タ
仏

玉眼押さえ木

毘
沙
□
丸

万
ア
ミ

尼
覚
如
房

タ
仏

円
ア
ミ
タ
仏

阿
弥
陀
〇（
左
耳
孔
）

了
ア
ミ
タ
仏

金
ア
ミ
タ
仏

忍
ア
ミ
タ
仏

（
太
白
ヵ
）

土
用
□
□
□

図21 同 像内頭部前面から左方墨書
（近赤外線画像）

図20 大日如来坐像 滋賀・石山寺
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墨
書
は
小
字
で
複
数
行

が
確
認
で
き
る
が
、
い
ず

れ
も
上
方
は
玉
眼
押
さ
え

木
を
固
定
す
る
た
め
の
木

屎
漆
に
隠
さ
れ
て
お
り
、

文
字
自
体
も
判
読
の
難
し

い
も
の
が
多
い
。
か
ろ
う

じ
て
判
読
可
能
な
文
字
を

ふ
く
む
の
が
向
か
っ
て
左

側
の
三
行
で
、
左
端
の
一

行
は
「
金
ア
ミ
タ
仏
」
と

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
右
側
に
は
、
二
行
に
わ

た
っ
て
片
仮
名
で
「

イ
シ
ヤ
ウ
／
ノ
ト
ヨ
」
と
読
め
る
墨
書
が
あ
る
。
文
意

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
結
縁
者
名
を
列
記
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

石
山
寺
像
で
興
味
ぶ
か
い
の
は
、
頭
部
内
に
大
小
二
種
の
金
ア
ミ
タ
仏
銘
を

し
る
す
こ
と
で
あ
る
。
大
き
い
ほ
う
は
「

阿
弥
陀
」
す
な
わ
ち
快
慶
や
、
ほ

か
の
阿
弥
陀
仏
号
を
も
つ
人
名
と
同
程
度
の
文
字
の
大
き
さ
で
し
る
さ
れ
る
点

か
ら
、
こ
の
像
へ
の
結
縁
を
し
め
す
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
小
さ
い
ほ
う
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
現
状
で
小
字
の
墨
書
の
全
容
が
把
握
で
き

な
い
た
め
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
片
仮
名
の
墨
書
の
末
尾
に
金

阿
弥
陀
仏
の
名
を
同
筆
で
し
る
す
点
は
、
先
に
み
た
醍
醐
寺
像
と
通
ず
る
と
こ

ろ
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
醍
醐
寺
像
頭
部
内
の
平
仮
名
・

片
仮
名
・
漢
字
を
混
用
し
た
墨
書
の
左
側
に
や
は
り
同
筆
で
金
阿
弥
陀
仏
の
名

を
し
る
す
こ
と
に
思
い
至
る
の
で
あ
る
。
快
慶
作
品
の
な
か
に
は
、「
御
眼
巧

匠
円
阿
弥
陀
仏
」（
醍
醐
寺
不
動
明
王
像
像
内
頭
部
墨
書
）
や
「
髪
万
阿
弥
陀
仏
」・

「
開
眼
円

」（
東
京
芸
術
大
学
大
日
如
来
像
像
内
頸
部
墨
書
）
な
ど
、
快
慶
工
房

に
お
け
る
分
業
制
作
を
示
唆
す
る
事
例
が
あ
る
が
、
醍
醐
寺
像
及
び
石
山
寺
像

の
像
内
頭
部
前
面
に
金
阿
弥
陀
仏
の
名
と
と
も
に
し
る
さ
れ
た
仮
名
混
じ
り
の

墨
書
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
快
慶
工
房
の
分
業
制
作
に
お
い
て
金
阿
弥
陀
仏

が
担
っ
た
役
割
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

東
京
芸
術
大
学
大
日
如
来
像

芸
大
像
〔
図
23
〕
は
、
像
内
右
耳
部
の
墨
書
〔
図
24
〕
中
に
「

阿
弥
陀
仏
」

の
銘
記
が
あ
り
、
像
内
背
部
に
「
巧
匠

」
の
朱
漆
書
〔
図
25
〕
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
十
一
月
三
十
日
の
快
慶
法
橋
叙
任
以
前
の
作

と
わ
か
る
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
東
京
芸
術
大
学
の
前
身
で
あ
る
東

京
美
術
学
校
が
購
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
明

図22 同 左目の玉眼押さえ木下方墨書（近赤外線画像）

図23 大日如来坐像 東京芸術大学
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ら
か
で
な
い
。
先
に
触
れ
た
石
山
寺
大
日
如
来
像
〔
図
20
〕
と
は
、
法
量
の
一

致
は
も
と
よ
り
、
形
状
や
作
風
が
酷
似
し
、
さ
ら
に
は
銘
記
中
の
人
名
が
多
く

共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
（
15
）。
左
記

の
銘
記
の
う
ち
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
し
め
し
た
部
分
が
こ
の
た
び
確
認
さ
れ
た
箇

所
で
あ
る
。

﹇
像
内
右
耳
部

墨
書
﹈

（
仏
ヵ
）

金
ア

□

円
ア
ミ
タ

阿
弥
陀
仏

尼
覚
如
房

了
ア
ミ
タ
仏

忍
ア
ミ
タ

﹇
像
内
左
耳
部

朱
漆
書
﹈

定
阿
弥

（
快
ヵ
）

□
□

像
内
右
耳
部
〔
図
24
〕
に
は
、「
円
ア
ミ
タ

」
の
向
か
っ
て
右
側
に
「
金
ア

（
仏
ヵ
）
□
」
と
読
め
る
一
行
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
石
山
寺
像
、
京
都
・
悲
田

院
阿
弥
陀
如
来
像
（
16
）、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
ご
ろ
の
三
重
・
新
大
仏
寺
如
来
像

頭
部
、
同
三
年
の
醍
醐
寺
不
動
明
王
像
及
び
奈
良
・
安
倍
文
殊
院
文
殊
菩
薩
像

な
ど
の
快
慶
作
品
に
結
縁
者
と
し
て
名
が
み
え
、
重
源
（
一
一
二
一
〜
一
二
〇

六
）
が
建
立
し
た
周
防
別
所
の
同
行
衆
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
17
）金
阿
弥
陀

図24 同 像内右耳部墨書
（近赤外線画像）

図25 同 像内背部朱漆書図26 同 像内頸部正面墨書（近赤外線画像）
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仏
を
指
す
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、「
円
ア
ミ
タ

」
の
向
か
っ
て
左
側
の
一
行
は
、

「
尼
覚

」
と
さ
れ
て
い
た
が
「
尼
覚
如
房
」
と
読
ん
で
よ
い
と
思
わ
れ
、

そ
う
と
す
れ
ば
石
山
寺
像
の
銘
記
に
み
え
る
「
尼
覚
如
房
」、
醍
醐
寺
像
や
安

倍
文
殊
院
像
の
銘
記
に
み
え
る
「
覚
如
房
」
と
同
一
人
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
向
か
っ
て
左
端
の
「
忍

」
と
読
ま
れ
て
い
た
一
行
も
「
忍
ア
ミ
タ

」

と
判
読
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
や
は
り
石
山
寺
像
や
悲
田
院
像
な
ど
の
快

慶
作
品
に
名
の
み
え
る
忍
阿
弥
陀
仏
と
み
て
よ
い
。

さ
ら
に
は
、
芸
大
像
の
像
内
頸
部
正
面
の
墨
書
〔
図
26
〕
に
み
え
る
「
髪
万

阿
弥
陀
仏
」
を
ふ
く
め
れ
ば
、
芸
大
像
と
石
山
寺
像
に
し
る
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏

号
を
も
つ
結
縁
者
名
は
、
ほ
と
ん
ど
が
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
像
を
同
時

期
の
制
作
と
み
な
す
従
来
説
を
補
強
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

像
内
左
耳
部
〔
図
27
〕
に
あ
る
二
行
の
朱
漆
銘
は
、
向
か
っ
て
右
か
ら
「
定

阿
弥

」「
寂

」
と
解
読
さ
れ
て
い
る
（
18
）。
こ
の
う
ち
「
定
阿
弥

」
は
、

遣
迎
院
像
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
像
、
同
寺
南
大
門

吽
形
像
に
結
縁
者
と
し
て
名
の
み
え
る
定
阿
弥
陀
仏
と
同
一
人
の
可
能
性
が
あ

（
快
ヵ
）

る
。
一
方
の
「
寂

」
は
判
読
が
む
ず
か
し
く
、
本
稿
で
は
「
□
□
」
と
し

た
。
一
文
字
目

は
ウ
冠
の
文
字

か
と
み
ら
れ
、

「
寂
」
と
す
る

の
も
一
案
だ
が
、

な
お
決
め
手
を

欠
く
。
二
文
字

目
は
不
明
瞭
な

が
ら
旁
は「
夬
」

と
読
む
こ
と
が
で
き
、
偏
は
立
心
偏
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
快
」
の
字
を
考

え
た
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
人
名
と
し
て
「
寂
快
」
は
や
や
考
え
に
く
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
一
文
字
目
も
「
寂
」
と
は
別
字
で
あ
る
可
能
性
を

指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

三
重
・
新
大
仏
寺
如
来
像
頭
部

新
大
仏
寺
像
〔
図
28
〕
の
頭
部
は
、
首
�
部
左
側
木
口
〔
図
30
〕
に
「
大
和

尚
南
無
阿
弥
陀

」
す
な
わ
ち
重
源
の
名
と
と
も
に
「
大
仏
師
安
阿

」

と
し
る
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
阿
弥
陀
仏
す
な
わ
ち
快
慶
の
作
と
わ
か
る
。
快

慶
が
（
安
）阿
弥
陀
仏
と
名
乗
っ
た
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
十
一
月
三
十
日

の
法
橋
叙
任
以
前
の
作
だ
が
、
い
ま
失
わ
れ
た
寺
蔵
文
書
に
建
仁
二
年
十
月
□

図28 如来坐像 三重・新大仏寺

図27 同 像内左耳部朱漆書（近赤外線画
像）

42

／鹿園雑集　２０号／２０号縦組／快慶作品の像造銘記　０３３‐０５０ 2018.04.04 09.52.12 Page 36



九
日
の
年
紀
を
有
す
る
交
名
が
あ
り
、
こ
れ
が
寺
の
建
立
と
関
係
す
る
と
み
な

し
て
建
立
年
代
を
建
仁
二
年
に
求
め
る
見
解
が
あ
る
（
19
）。
左
記
の
墨
書
の
う
ち
、

ゴ
シ
ッ
ク
体
で
し
め
し
た
箇
所
を
あ
ら
た
に
確
認
し
た
。

﹇
頭
部
内

墨
書
﹈

（
頂
か
ら
右
耳
に
か
け
て
）

源
阿
弥
陀
仏

武
蔵
殿

南
無
阿
弥
陀
仏

但
波
殿

中
原
尼

沙
弥
覚
女
房
僧
快
俊

大
遅

藤
原
氏

主
典
資
広

沙
弥
妙
法

源
安
吉

福
阿
弥
陀
仏

行
家

（
阿
弥
陀
仏
ヵ
）

大
証
法
主

□
□
□
□
□

□
阿
弥
陀
仏

□
阿
弥
陀
仏

□
□
弥
陀
仏

□
阿
弥
陀
仏
財
阿
弥
陀
仏

図29‐1 同 頭部内墨書（近赤外線画像）図29‐2 同 頭部内墨書（近赤外線画像）
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﹇
首
�
部

墨
書
﹈

（
左
側
木
口
）

金
阿
弥
陀
仏（
左
行
の
信
の
上
に
重
ね
書
き
）

僧
信
慶

僧
快
尊

念阿弥陀仏妻

□

大
仏
師
安
阿

大
和
尚
南
無
阿
弥
陀

法
界
衆
生

僧
慶
蓮

（
右
側
木
口
）如

阿

万

得
阿

仏

僧
良
快

寿
阿
弥
陀
仏

（
但
ヵ
）

僧
良
円

登
阿
弥
□
仏

宗
頓

一蓮

頭
部
内
の
頂
か
ら
右
耳
に
か
け
て
の
部
分
〔
図
29
〕
は
、
近
赤
外
線
撮
影
に

よ
り
「
源
阿
弥
陀
仏
」
の
下
方
に
「
武
蔵
殿
」、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
下
方
に

「
但
波
殿
」
、「
僧
快
俊
」
の
下
方
に
「
大
遅
」
と
読
め
る
墨
書
が
そ
れ
ぞ
れ
確

認
さ
れ
た
。
ま
た
「
中
原
□
」
と
さ
れ
て
い
た
墨
書
は
、「
中
原
尼
」
と
判
読
し

た
。

図30 同 首�部左側木口墨書（近赤外線画像）図31 同 首�部右側木口墨書（近赤外線
画像）
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武
蔵
殿
は
、
同
じ
く
新
大
仏
寺
像
頭
部
内
の
右
耳
下
か
ら
顎
に
か
け
て
の
墨

書
中
に
み
え
る
「
武
蔵
殿
」
と
同
一
人
だ
ろ
う
。
ま
た
、
遣
迎
院
像
に
納
入
さ

れ
て
い
た
結
縁
交
名
に
は
、
武
蔵
殿
と
丹
波
殿
（
但
波
殿
）
の
名
が
つ
づ
け
て

し
る
さ
れ
た
一
枚
が
あ
り
、
新
大
仏
寺
像
の
銘
記
と
同
一
人
の
確
証
は
な
い
も

の
の
、
偶
然
の
一
致
と
し
て
片
づ
け
る
の
は
惜
し
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

「
大
遅
」
の
二
文
字
目
は
之
繞
の
文
字
で
あ
り
、「
遅
」
の
草
書
体
か
と
み
ら
れ

る
。
前
後
の
墨
書
が
結
縁
者
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
同
様
か
と
も
思
わ

れ
る
が
、
大
遅
を
人
名
と
み
な
し
て
よ
い
か
な
お
疑
問
が
残
る
。

首
�
部
の
左
側
木
口
の
墨
書
〔
図
30
〕
は
、
快
慶
や
重
源
の
名
に
く
わ
え
重

源
の
同
行
衆
と
し
て
快
慶
作
品
に
数
多
く
結
縁
し
て
い
る
金
阿
弥
陀
仏
の
名
が

し
る
さ
れ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
墨
の
か
す
れ
や
後
世
の
表
面
補
修
に
よ
り
判

読
不
能
な
部
分
も
す
く
な
く
な
い
が
、「
僧
信
慶
」
の
左
側
に
横
向
き
に
し
る
さ

れ
た
「
念
阿
弥
陀
仏
」
の
末
尾
に
は
、「
妻
」
の
一
文
字
が
あ
ら
た
に
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
「
僧
快
尊
」
と
「
大
仏
師
安
阿

」
の
上
に
は
、
や
は
り
横
向
き

に
六
文
字
ほ
ど
の
痕
跡
が
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
号
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
摩
滅
が

い
ち
じ
る
し
く
判
読
で
き
な
い
。
そ
の
ほ
か
「
大
和
尚
南
無
阿
弥
陀

」
の

上
方
や
左
側
に
も
墨
痕
が
確
認
さ
れ
る
が
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

首
�
部
の
右
側
木
口
〔
図
31
〕
に
も
「
得
阿

仏
」
の
上
方
に
「

万
」、

（
但
ヵ
）

「
登
阿
弥
□
仏
」
の
下
方
に
は
「
□
」
の
文
字
や
、
横
向
き
に
「
一
蓮

」
な

ど
の
墨
書
が
部
分
的
に
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
文
意
は
明
ら
か
で
な

い
。

光
林
寺
阿
弥
陀
如
来
像

光
林
寺
像
〔
図
32
〕
は
、
左
足
�
外
側
に
し
る
さ
れ
た
墨
書
〔
図
33
〕
に
よ

り
、
快
慶
が
法
眼
位
に
あ
っ
た
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
作
と
わ
か
る
（
20
）。
数

あ
る
快
慶
法
眼
時
代
の
作
品
の
な
か
で
も
制
作
年
の
明
ら
か
な
像
と
し
て
貴
重

で
あ
り
、
ま
た
一
行
目
に
作
者
や
制
作
年
以
外
の
情
報
を
ふ
く
む
可
能
性
が
あ

る
点
も
興
味
を
ひ
く
が
、
一
・
二
行
目
の
文
字
に
は
上
か
ら
墨
が
塗
ら
れ
て
い

る
た
め
、
解
読
が
困
難
な
点
が
惜
し
ま
れ
る
。

﹇
左
足
�
外
側

墨
書
﹈

法
眼

快
慶

承
久

三
年

こ
の
墨
書
に
つ
い
て
も
近
赤

外
線
撮
影
を
実
施
し
、
以
前
よ

り
若
干
読
み
や
す
い
画
像
が
得

ら
れ
た
も
の
の
、
さ
ら
に
解
読

図32 阿弥陀如来立像 奈良・光林寺

図33 同 左足�外側墨書（近赤外線画像）
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を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
従
来
「
造
立
」
と
判
読
さ
れ
て

い
た
二
行
目
の
上
二
文
字
は
、「
造
立
」
と
読
む
の
は
む
ず
か
し
く
、
ま
た
こ
の

部
分
の
み
書
風
が
異
な
る
点
か
ら
も
、
後
世
に
何
ら
か
の
事
情
で
一
・
二
行
目

を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
際
に
補
筆
し
た
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
快
慶
法

眼
時
代
の
立
像
作
品
の
足
�
銘
は
、
一
部
の
年
紀
を
と
も
な
う
も
の
を
ふ
く
め

例
外
な
く
「
巧
匠
法
眼
快
慶
」
と
し
る
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
や
は

り
二
行
目
の
上
二
文
字
は
も
と
も
と
「
巧
匠
」
と
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
を
考

慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
未
解
読
の
一
行
目
は
四
文
字
と
み
ら
れ
、
墨
塗
り
の
下
層

に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
当
初
と
思
わ
れ
る
筆
画
を
確
認
し
う
る
。
一
文
字
目
は
旁
に

「
斤
」
の
あ
る
文
字
だ
ろ
う
。
二
・
三
文
字
目
は
、
お
そ
ら
く
同
じ
偏
を
も
つ

文
字
で
、
残
画
か
ら
偏
は
「
酉
」
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
現
状
で
こ
れ
以
上

の
追
究
は
困
難
な
た
め
、
こ
こ
で
は
画
像
を
掲
示
し
識
者
の
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
快
慶
展
で
あ
ら
た
に
確
認
さ
れ
た
銘
記
の
報
告
を
行
う
こ
と
に

努
め
た
。
最
後
に
快
慶
作
品
の
造
像
銘
記
を
通
覧
す
る
な
か
で
関
心
を
も
っ
た

阿
弥
陀
仏
銘
や
巧
匠

阿
弥
陀
仏
銘
の
記
載
法
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
行
い
、
む
す
び
に
か
え
た
い
。

無
位
時
代
の
快
慶
作
品
に
は
、
ひ
と
つ
の
像
に

阿
弥
陀
仏
と
巧
匠

阿
弥

陀
仏
の
二
種
の
墨
書
を
併
記
す
る
例
が
あ
る
。
如
意
寺
像
、
金
剛
院
深
沙
大
将

像
、
八
葉
蓮
華
寺
像
な
ど
が
そ
れ
で
、
如
意
寺
像
は
像
内
頸
部
前
面
に
「

阿

弥
陀
仏
」、
像
内
両
脚
部
に
「
巧
匠

阿
弥
陀
仏
」、
金
剛
院
深
沙
大
将
像
は
胴

部
矧
面
に
「

阿
弥
陀
仏
」、
左
足
�
に
「
巧
匠

阿
弥
陀
」、
八
葉
蓮
華
寺
像

は
像
内
胸
部
に
「

阿
弥
陀
仏
」、
左
足
�
に
「
巧
匠

阿
弥
陀
仏
」
の
墨
書
が

あ
る
（
21
）。
そ
し
て
、
巧
匠
を
冠
し
な
い

阿
弥
陀
仏
銘
は
、
像
内
の
頭
部
や
胸
部

な
ど
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
に
し
る
す
こ
と
が
多
く
、
一
方
で
巧
匠
を
冠
す
る

阿

弥
陀
仏
銘
は
、
立
像
の
足
�
や
坐
像
の
像
内
両
脚
部
に
し
る
す
と
い
う
一
定
の

法
則
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

阿
弥
陀
仏
銘
は
、
像
の
完
成
後
に
は
記
入
が
む
ず
か
し
い
部
分
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
造
像
途
上
の
あ
る
段
階
で
結
縁
者
の
立
場
か
ら
し

る
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
巧
匠

阿
弥
陀
仏
銘
は
、
立
像
の

場
合
に
は
台
座
か
ら
足
�
を
抜
き
、
坐
像
の
場
合
に
は
横
に
寝
か
せ
れ
ば
、
は

っ
き
り
と
確
認
で
き
る
位
置
に
し
る
さ
れ
て
お
り
、
像
の
完
成
時
に
制
作
者
で

あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
22
）。

た
だ
し
、
こ
の
法
則
に
は
一
部
の
例
外
が
あ
る
。
安
倍
文
殊
院
文
殊
菩
薩
像

〔
図
34
〕
と
醍
醐
寺
不
動
明
王
像
〔
図
15
〕
が
そ
れ
で
、
安
倍
文
殊
院
像
は
「
建

仁
三
年
十
月
八
日
」
の
年
紀
や
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
す
な
わ
ち
重
源
を
は
じ
め

と
す
る
多
数
の
結
縁
者
名
と
と
も
に
「

弥
陀
仏
」
と
「
巧
匠
安
阿
弥
陀

仏
」
の
墨
書
が
同
じ
頭
部
内
に
し
る
さ
れ
て
い
る
〔
図
35
〕。
年
紀
に
つ
づ
く
二図34 文殊菩薩騎獅像 奈良・安倍文殊院

46

／鹿園雑集　２０号／２０号縦組／快慶作品の像造銘記　０３３‐０５０ 2018.04.05 13.29.38 Page 40



文
字
は
、「
書
之
」
と
読
ま

れ
て
お
り
、
銘
文
は
こ
の

時
点
で
し
る
さ
れ
、
像
は

木
作
を
お
お
む
ね
終
え
て

組
み
上
げ
る
前
の
段
階
に

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
23
）。
巧
匠

阿
弥
陀
仏
銘

は
、
通
常
、
像
の
完
成
段

階
で
制
作
者
の
立
場
か
ら

し
る
し
た
と
想
像
さ
れ
る

が
、
安
倍
文
殊
院
像
の
場

合
は
制
作
途
上
の
節
目（
組

み
上
げ
前
か
）に
年
紀
を
と

も
な
う
造
像
銘
を
頭
部
内

に
し
る
す
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
制
作
者
で
あ
る
こ
と
を
し
め
す
巧
匠
安
阿
弥

陀
仏
の
銘
記
と
、
像
へ
の
結
縁
を
し
め
す

弥
陀
仏
の
銘
記
が
ほ
ぼ
同
時
に

同
じ
頭
部
内
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

醍
醐
寺
像
は
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
像
内
胸
部
に
「
建
仁
三
年
五
月
二
二

日
」

の
年
紀
と
「
巧
匠

弥
陀
仏
」
の
名
が
あ
る
〔
図
16
〕。
こ
の
墨
書
は
、
書
か

れ
た
位
置
か
ら
も
像
の
完
成
時
の
銘
記
で
は
な
く
、
制
作
途
上
の
あ
る
時
点
の

も
の
と
み
ら
れ
る
。
年
紀
に
つ
づ
く
文
字
は
「
之
」
と
の
み
し
る
さ
れ
て
い
る

た
め
、
建
仁
三
年
五
月
四
日
が
造
像
開
始
の
日
付
な
の
か
、
木
作
を
終
え
て
組

み
上
げ
る
前
の
段
階
な
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
段
階
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
制
作
途
上
の
段
階
で
巧
匠
を
冠
す
る
阿
弥
陀
仏
銘
を
し
る
す

の
は
一
連
の
法
則
か
ら
外
れ
る
が
、
こ
の
銘
記
は
年
紀
を
と
も
な
う
点
か
ら
も

造
像
銘
と
み
て
よ
く
、「
巧
匠

弥
陀
仏
」
は
制
作
者
で
あ
る
こ
と
を
明
示

し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
安
倍
文
殊
院
文
殊
菩
薩
像
と
醍
醐
寺
不
動
明
王
像
は
、
同
じ

建
仁
三
年
の
作
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
巧
匠

阿
弥
陀
仏
銘
の
例
外
的
な
使
用
法

も
共
通
す
る
の
だ
が
、
二
像
は
ほ
か
に
も

阿
弥
陀
仏
の
阿
に
も
梵
字

を
あ

て
る
点
や
、
結
縁
者
が
十
一
名
も
共
通
す
る
点
ま
で
一
致
す
る
な
ど
、
制
作
環

境
が
ご
く
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
（
24
）。

阿
弥
陀
仏
銘
や
巧
匠

阿
弥
陀
仏
銘
の
記
載
法
の
問
題
で
い
ま
ひ
と
つ
注

目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
ア
メ
リ
カ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
地
蔵
菩
薩
像

〔
図
36
〕
で
あ
る
。
こ
の
像
は
、
像
内
後
頭
部
に
し
る
さ
れ
た

阿
弥
陀
仏
ほ

図35 同 像内頭部墨書

図36 地蔵菩薩立像
アメリカ・
メトロポリタン美術館

図37 同 像内後頭部墨書
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か
の
墨
書
〔
図
37
〕
か
ら
、
無
位
時
代
の
快
慶
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
25
）。
た

だ
し
、
い
ま
快
慶
真
作
と
認
め
ら
れ
て
い
る
立
像
の
遺
品
は
、
足
�
に
し
る
さ

れ
た
銘
記
に
よ
り
快
慶
作
と
判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
足

�
銘
あ
る
い
は
作
品
と
同
時
代
の
確
実
な
史
料
等
が
な
く
、
像
内
に
し
る
さ
れ

た

阿
弥
陀
仏
銘
を
も
っ
て
快
慶
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
像
に
か
ぎ
ら
れ
る
（
26
）。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
像
の
両
足
�
は
造
立
時
の
も
の
と
み
て
よ
く
、
削

り
直
し
等
の
痕
跡
も
明
瞭
に
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
当
初
よ
り
足
�
銘
は
な

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
像
に
快
慶
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
、
像
内
銘
の
み

な
ら
ず
作
風
か
ら
も
疑
い
な
い
が
、
足
�
に
巧
匠

阿
弥
陀
仏
銘
が
な
い
の
は
、

何
ら
か
の
事
情
で
制
作
者
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
な
か
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら

れ
る
。

世
に
お
び
た
だ
し
い
数
が
知
ら
れ
る
三
尺
阿
弥
陀
に
は
、
快
慶
真
作
に
肉
薄

す
る
作
風
や
で
き
ば
え
を
み
せ
る
も
の
の
、
足
�
に
銘
記
を
も
た
な
い
こ
と
か

ら
快
慶
作
と
認
め
ら
れ
て
い
な
い
像
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
像
と
同
じ
よ
う
な
性
格
の
作
品
、
つ
ま
り
快
慶
が
関
わ
っ
て
い

な
が
ら
も
何
ら
か
の
事
情
で
制
作
者
で
あ
る
こ
と
を
し
め
す
巧
匠

阿
弥
陀
仏

銘
が
足
�
に
し
る
さ
れ
ず
、
い
ま
実
見
で
き
な
い
も
の
の
像
内
に
は
結
縁
者
と

し
て
の
快
慶
の

阿
弥
陀
仏
銘
が
書
き
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
も
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
（
27
）。

こ
う
し
た
議
論
は
、
快
慶
に
よ
る
工
房
制
作
や
分
業
体
制
の
問
題
と
も
密
接

に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
快
慶
自
身
の
造
像
へ
の
関
与
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
銘

記
の
あ
り
方
に
変
化
が
生
じ
た
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。

（
や
ま
ぐ
ち

り
ゅ
う
す
け
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
主
任
研
究
員
）

注（
1
）
快
慶
の
在
銘
作
品
は
、
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌

倉
時
代
造
像
銘
記
篇
の
第
一
巻
か
ら
四
巻
（
二
〇
〇
三
年
四
月
〜
二
〇
〇
六
年
二

月
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
に
収
録
さ
れ
る
。

（
2
）
実
査
は
、
会
期
中
に
岩
田
茂
樹
・
岩
井
共
二
の
両
氏
と
と
も
に
実
施
し
た
。
ま
た
、

銘
記
の
解
読
・
翻
刻
に
際
し
て
は
、
野
尻
忠
氏
、
浜
野
真
由
美
氏
（
大
阪
大
学
大

学
院
）
の
教
示
を
得
た
。

（
3
）
山
本
勉
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
松
尾
寺
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集

成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
4
）
深
沙
大
将
像
左
足
�
内
側
の

阿
弥
陀
仏
銘
に
は
、
末
尾
の
「
仏
」
字
が
し
る
さ

れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
伊
東
史
朗
氏
は
、
�
の
先
端
に
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め

か
と
推
測
し
て
い
る
。

伊
東
史
朗
「
執
金
剛
神
像
、
深
沙
大
将
像
（
金
剛
院
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻

史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
5
）
根
立
研
介
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
八
葉
蓮
華
寺
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻
史
基
礎

資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
6
）
倉
田
文
作
「
奈
良
来
迎
寺
の
善
導
大
師
像
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
一
一
八
）
一
九

六
一
年
一
月
。

（
7
）
平
成
二
十
五
〜
二
十
六
年
（
二
〇
一
三
〜
一
四
）
度
に
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
公

益
財
団
法
人
美
術
院
が
実
施
し
た
保
存
修
理
時
の
知
見
。
銘
記
の
一
部
が
奈
良
国

立
博
物
館
編
『
快
慶
日
本
人
を
魅
了
し
た
仏
の
か
た
ち
』（
二
〇
一
七
年
四
月
）

の
同
像
解
説
の
挿
図
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
名
の
み
え
る
尊
慶
は
、

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
快
慶
作
の
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
像
の
像
内
背
部
に
小
仏

師
と
し
て
み
え
る
尊
慶
と
同
一
人
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
8
）
紺
野
敏
文
「
奈
良
・
安
養
寺
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
」（『
仏
教
芸
術
』
一
五
一
）

一
九
八
三
年
十
一
月
。
同
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
安
養
寺
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫

刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
9
）
醍
醐
寺
像
の
銘
記
に
触
れ
た
主
な
論
文
・
解
説
に
は
、
左
記
の
も
の
が
あ
る
。

毛
利
久
「
快
慶
拾
遺
」（『
仏
教
芸
術
』
七
一
）
一
九
六
九
年
七
月
（
同
『
日
本
仏

像
史
研
究
』
所
収
、
一
九
八
〇
年
十
月
、
法
蔵
館
／
同
『
仏
師
快
慶
論
』〔
増
補

版
〕
所
収
、
一
九
八
七
年
十
一
月
、
吉
川
弘
文
館
）。

三
宅
久
雄
「
快
慶
作
不
動
明
王
像
」（『
国
華
』
一
〇
五
〇
）
一
九
八
二
年
三
月
。

山
本
勉
「
不
動
明
王
坐
像
快
慶
作
」（『
醍
醐
寺
大
観
』
一
）

二
〇
〇
二
年
十
月

岩
波
書
店
。
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副
島
弘
道
「
不
動
明
王
像
（
醍
醐
寺
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集

成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
10
）
前
掲
注
9
毛
利
論
文
、
山
本
解
説
。

（
11
）
前
掲
注
9
副
島
解
説
。

（
12
）
前
掲
注
9
の
毛
利
論
文
で
は
「
ウ
□
シ
ヤ
」
と
し
、
三
宅
論
文
及
び
山
本
解
説
で

は
「
ワ
□
シ
ヤ
」
と
す
る
。

（
13
）
略
体
仮
名
の
解
読
に
あ
た
り
、
中
田
祝
夫
『
改
訂
版
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』

総
論
篇
別
冊
（
一
九
七
九
年
十
一
月
、
勉
誠
社
）
を
参
照
し
た
。

（
14
）
松
島
健
「
石
山
寺
多
宝
塔
の
快
慶
作
本
尊
像
」（『
美
術
研
究
』
三
四
一
）
一
九
八

八
年
二
月
。

副
島
弘
道
「
大
日
如
来
像
（
石
山
寺
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集

成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
15
）
前
掲
注
14
松
島
論
文
。

水
野
敬
三
郎
「
大
日
如
来
像
（
東
京
芸
術
大
学
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻
史
基

礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
16
）
悲
田
院
像
は
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
京
都
国
立
博
物
館
と
大
津
市
歴

史
博
物
館
が
中
心
と
な
り
実
施
し
た
調
査
に
際
し
て
、
像
内
頭
部
前
面
に
「

阿

弥
陀
仏
」
の
墨
書
が
見
出
さ
れ
快
慶
作
と
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、『
日
本
彫

刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
に
は
未
収
録
だ
が
、
左
記
の
文
献
に
基
礎
的
な
デ
ー
タ
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

寺
島
典
人
「
京
都
・
悲
田
院
の
宝
冠
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」（
京
都
国
立
博
物
館
編

『
日
本
に
お
け
る
木
の
造
形
的
表
現
と
そ
の
文
化
的
背
景
に
関
す
る
総
合
的
考

察
』
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
成
果
報
告
書
〔
研
究
代
表
者
佐
々
木

丞
平
〕）
二
〇
一
〇
年
一
月
。

（
17
）
「
周
防
国
阿
弥
陀
寺
領
田
畠
注
文
」（『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
六
三
）。

（
18
）
前
掲
注
15
水
野
解
説
。

（
19
）
村
治
円
次
郎
「
伊
賀
新
別
所
新
大
仏
寺
に
就
い
て
」（『
重
源
上
人
の
研
究
』
所

収
）
一
九
五
五
年
七
月

南
都
仏
教
研
究
会
。

水
野
敬
三
郎
「
盧
舎
那
仏
像
頭
部
（
新
大
仏
寺
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻
史
基

礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
20
）
副
島
弘
道
「
阿
弥
陀
如
来
像
（
光
林
寺
）」（
前
掲
注
1
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料

集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
三
所
収
）。

（
21
）
こ
の
ほ
か
、
先
述
の
と
お
り
東
京
芸
術
大
学
大
日
如
来
像
も
像
内
右
耳
部
に
「

阿
弥
陀
仏
」
ほ
か
の
墨
書
、
像
内
背
部
に
「
巧
匠

」
の
朱
漆
書
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
、
二
種
の

阿
弥
陀
仏
銘
を
併
記
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
22
）
こ
う
し
た
銘
記
の
使
い
分
け
は
、
法
眼
位
の
快
慶
が
中
心
と
な
り
造
立
さ
れ
た
京

都
・
大
報
恩
寺
十
大
弟
子
像
に
も
み
ら
れ
る
。
大
報
恩
寺
像
は
十
軀
一
具
の
群
像

で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
像
に
二
種
の
墨
書
を
併
記
す
る
事
例
と
は
や
や
異
な
る
も
の

の
、
目
�
連
の
右
足
�
に
「
巧
匠
／
法
眼
快
慶
」、
優
婆
離
の
像
内
額
部
に
「
法
眼

／
快
慶
／
兵
□
□
／
行
快
／
法
橋
□
」
の
墨
書
が
あ
る
。
な
お
、
快
慶
が
法
橋
位

に
あ
っ
た
時
期
の
銘
記
も
同
様
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

現
存
す
る
法
橋
銘
の
二
作
品
（
東
大
寺
地
蔵
菩
薩
像
、
大
阪
・
大
圓
寺
阿
弥
陀
如

来
像
）
は
、
と
も
に
像
内
が
う
か
が
え
な
い
た
め
確
証
は
得
ら
れ
な
い
。

（
23
）
「
木
造
騎
獅
文
殊
菩
薩
及
脇
侍
像
」（『
月
刊
文
化
財
』
五
九
七
）
二
〇
一
三
年
六

月
。

（
24
）
前
掲
注
9
山
本
解
説
。

（
25
）
副
島
弘
道
「
地
蔵
菩
薩
像
（
バ
ー
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）」（
前
掲
注
1
『
日

本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉
時
代
造
像
銘
記
篇
二
所
収
）。

（
26
）
こ
の
ほ
か
、
無
位
時
代
の
快
慶
作
品
で
足
�
銘
が
な
い
も
の
と
し
て
栃
木
・
真
教

寺
と
東
大
寺
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
真
教
寺
像
は
両
足
�
が
後
補

で
あ
る
。
東
大
寺
像
は
両
足
�
の
各
面
が
削
り
直
さ
れ
て
お
り
、
右
足
�
正
面
に

薬
研
彫
り
に
よ
る
「

」
の
刻
銘
が
あ
る
も
の
の
当
初
の
字
と
は
認
め
が
た
い
。

た
だ
し
、
も
と
も
と

阿
弥
陀
仏
の
墨
書
が
あ
り
、
刻
銘
は
そ
れ
を
写
し
た
も
の

か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
水
野
敬
三
郎
「
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
俊
乗
堂
）
」〔
『
奈
良

六
大
寺
大
観
』
十
一

東
大
寺
三
〕、
一
九
七
二
年
二
月
、
岩
波
書
店
）。
一
連
の

法
則
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
足
�
に
は
巧
匠

阿
弥
陀
仏
と
し
る
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
ろ
う
。

（
27
）
前
掲
注
22
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
報
恩
寺
十
大
弟
子
像
は
十
軀
一
具
の
群
像
で

あ
り
、
ひ
と
つ
の
像
に

阿
弥
陀
仏
と
巧
匠

阿
弥
陀
仏
の
二
種
の
墨
書
を
併
記

す
る
例
と
は
や
や
異
な
る
が
、
優
婆
離
は
足
�
銘
が
な
く
、
像
内
額
部
の
墨
書
を

も
っ
て
快
慶
作
と
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
に
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
。

付
記図

版
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
画
像
デ
ー
タ
（
図
1
・
2
・
4

〜
9
・
11
〜
22
・
28
〜
33
の
う
ち
図
1
・
4
〜
6
・
9
・
11
〜
15
・
20
・
28
〜
33
は
佐
々

木
香
輔
氏
撮
影
）、
安
倍
文
殊
院
所
蔵
の
画
像
デ
ー
タ
（
撮
影
佐
々
木
香
輔
氏
〔
図
34
〕）、

東
京
芸
術
大
学
所
蔵
の
画
像
デ
ー
タ
（
図
23
〜
27
）、
公
益
財
団
法
人
美
術
院
所
蔵
の
画
像

デ
ー
タ
と
写
真
原
板
（
図
3
・
7
・
10
・
35
）
を
使
用
し
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
地
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蔵
菩
薩
像
（
図
36
・
37
）
は
水
野
敬
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
鎌
倉

時
代
造
像
銘
記
篇
第
二
巻
（
二
〇
〇
四
年
二
月
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
よ
り
転
載
し
た

ほ
か
、
所
蔵
者
な
ら
び
に
関
係
各
位
よ
り
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
銘
文
画
像
の

合
成
処
理
に
あ
た
り
佐
々
木
香
輔
氏
を
煩
わ
せ
た
。
こ
こ
に
し
る
し
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。
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・ICO
M

京
都
大
会

CO
M
CO
L

（
コ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
国
際
委
員
会
）
連
絡
担
当
者

・ICO
M

京
都
大
会

運
営
委
員

奈
良
国
立
博
物
館
研
究
紀
要

鹿
園
雜
集

第
二
十
号

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集
発
行

奈
良
国
立
博
物
館

〒
六
三
〇‐

八
二
一
三

奈
良
市
登
大
路
町
五
〇
番
地

印
刷
・
製
本

株
式
会
社
天
理
時
報
社

天
理
市
稲
葉
町
八
〇
番
地
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